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地球化学者ヴェルナツキｰの切手
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ヴェルナツキｰ(1863-1945)の切手は彼の没後すぐ

1946年に発行された･彼は若くしてモスクワ大学藤物

学教授となり珪酸塩礒物の研究で名声を博した･そ

の後政治的理由のために故国を出国しバリに亡命する

に至った.パリではコレｰジュ･ド･フランスで研究

を続け亡命中にもかかわらず故国のペテルスブルク学

士院は彼を会員に推せんしたほどだった･ロシア革命

の当時はソルボンヌ大学の講師の職にあり1924年に地

球化学“Lagξochemie"を出版した.著者はこれを

増補改定し1930年にドイツ語版を出版した｡

その後レニングラｰド学士院会員となり放射能研究

所と生物地球化学研究室を主催し大気の進化や元素の

地球化学的輪廻に生物の寄興することの大きいことを強

調し“生物地球化学"と云う言葉を初めて創始し1929

年に“Labiosph6re"1935年に“Leprob16medela

radiogeologie"を出版した.�


